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都市公園におけるコゲラの巣の乗取りと思われる行動

杉山頼彦’・赤塚隆幸２

１.〒464-0032名古屋市千種区猫洞通1-5-1サンハイツ東山409号

２.〒493-8001-宮市北方町北方字東土取114-1

はじめに

コゲラＤｅ"｡'りc”0sﾙ”ﾙjは全国の暖帯の常緑樹林から亜高山帯，亜寒帯の針葉樹林まで

の森林に生息し，1980年代から都市緑地においてもみられるようになった．名古屋市におい

ては，1984年４月～1985年３月の調査で観察され，東部に位置する平和公園一帯では，１９８９

年４月～1990年３月（名古屋市農政緑地局1994)，1994年４月～1995年３月（名古屋市農

政緑地局1996)，1996年９月～1998年８月（杉山1998）に行なわれた調査で繁殖が確認さ

れた．

著者らは1998年に平和公園南部の４か所においてコゲラの営巣を観察した．この観察期

間中に，つがいと別の個体による巣の乗っ取りとみられる行動が観察されたので，参考にな

る営巣活動を付して報告する．

調査地および調査方法

1.調査地

名古屋市東部の丘陵地に位置する平和公園は，鹿子公園および猫ケ洞池と住宅地に接し，

墓地，広葉樹の雑木林や都市公園として芝生に置換されつつある旧農耕地からなる．平和公

園の面積146.53haのうち，墓地が25.53ha,園地が105.30ha,街路が15.70haである．既存の緑

が活かされた南部地区は，地図上で測ると緑地約40haと旧農耕地約10haからなる（図1)．

公園一帯において1994年４月～1995年３月の１年間に，２９科74種（うち１１科12種が繁

殖）の鳥類が観察されている（名古屋市農政緑地局1996)．公園全域で40種類のユーカリ

約１万本が５か所に植栽されている．

2.調査方法

1998年３月２９日～５月５日のあいだの２５日間，おもに朝９時から正午まで観察し，必要

に応じて別の時間帯にも観察した．コゲラの行動は，外部から入り口を通してみえる範囲で

観察した．ビデオカメラで撮影し，補助的に35ｍｍカメラももちいた．個体識別はビデオカ

メラの映像をもとに背の横縞，脇の縦斑や顔の模様によって行なった．本報告は筆者ら以外

の観察者や写真撮影者の情報を加えた結果を述べた．

1999年１月２０日受理
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結果および考察

1.巣の特徴

観察した４巣の特徴を表１，位置を図１に示した．ユーカリに作られた巣２をおもに観察

した．交通量の多い道路の両側にあって，最も近接していた巣１と２の距離は約６０ｍだ

った．

巣１は，木が約４ｍ間隔で植えられた区画内にある胸高直径28ｃｍのサクラの直径約

10ｃｍの枯れ枝の切り株の先端近くにつくられていた．巣２は樹高５ｍ前後，樹木間の距

離が２ｍ前後のユーカリ林にあった．高さ約1.8ｍで頂部を切られたユーカリの枯木の先

端から５０ｃｍほど下（直径約11ｃｍの部位）につくられていた．終日交通量の多い自動車

道から約２１ｍ，林内の小道からは約５ｍ離れていた．これらの巣の周辺には，ほかにも

コゲラの穴が多くあった．また，ハシポソガラスＣＯγ”SCOγ0"ｅとハシブトガラスＣ・

"αc”伽"c"0sが多かった．

表1．観察の対象としたコケラの巣の特徴．
Table１.CharaEtPristicsoftheneStsobserved．

図１．平和公園南部の地図および樹木分布の概略ならびに巣の場所．

Fig.１.SouthempartoftheHeiwaParkwithvegetationandnests(Nos､1to4)location．
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2.巣２の営巣経過

巣２の営巣経過を，３月２９日から５月５日まで継続して観察した．３月３１日に親鳥が穴か

らときおり外をのぞいており，抱卵中と推定された．

親鳥が食物を運びはじめた11の前Ｈ，４月１３日までを抱卵期間と考えた．４月５，～１２日

の４日間の抱卵交代間隔は34～60分（平均47.3±9.8(SD)分，ノV＝6）で，多賀（1988）の

20～45分と同様だった．

４月１４日１３:40に，はじめて給餌を観察した．給餌の平均間隔はふ化後日数とともに短く

なり，糞の運び出しはふ化後71.11.1にはじまった．雌は帰巣して穴に入るまで警戒心が強く，

雄はちゆうちよなく穴に出入りした４月２８日には、巣の外から給餌するようになり，とき

どきヒナの顔がみえ，鳴き声も聞こえた．

５月１日に，巣２は何者かによって部分的に壊され，幹の割れ目がテープで補修されてい

た．筆者らの１人がより完全に補修して観察を続けた．

５月４日，７:０３に１羽が巣立ち，隣接する雑木林に飛去した．翌５１：lの６:３０に巣中に３

羽いたヒナが，７:３０にいなくなった（山田祐三氏私信)．少なくとも４羽巣立ったことに

なる．

3.巣１における乗っ取りと推定される行動

巣１は，３月３１F1に親鳥が水ﾙﾘを穴から出し，造巣中だった．この１１，ほかの３巣はすで

に抱卵しており．巣１は営巣が遅れていた．４月３日～５日に抱卵を開始した．
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似１２．侵入者によりくわえ出されている卵（撮影・和I{i隆）．

Fig.２.Aneggbeingcal･'･iedoutbytheattacker(byTakashiWada)‘
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|､x１３．催入荷によりくわえ出されているヒナ（搬彬・側|Ⅱ雌）

Fig.３.AchickbeinRcarriedoutbytheattacker(byT､Wada)．
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似14.媛入者（右）と巣所ｲ『荷（左）の争い（批影・和川降）．

Fig.4.Fightbetweentheattacker(righOandthenestowner(lefl)(byT・Wada)．
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４月１３日午前，親鳥が巣に飛来するのとは異なった行動が観察された．周辺のサクラの幹

を飛び渡って樹皮から採食していたようにみえた１羽が，巣１のサクラの幹に飛来し，穴の周

りを小刻みにまわって木をつついた（以下侵入者とする)．侵入者が穴に接近して中をのぞ

き込もうとしたときに，中にいた親鳥が侵入者を激しくつつき，侵入者は穴の裏にまわった．

このような行動が数回くり返されたのち，侵入者は飛び去った．しばらくして再び飛来し，

同様の動作をくり返した．このような例は土橋（1989）も報告している．この巣においては，

翌々１５日１５:08～16:37には親鳥が食物をくわえずに交代で巣に入ったので，抱卵中である

と思われた．

４月１６日８:20に２羽のコゲラが巣１に飛来し，そのうちの１羽が巣を襲った（以下和田

孝氏私信)．巣中の親鳥が反撃して頭の羽毛が飛び散った．８:50に，巣中から１羽が卵をく

わえて飛び出した（図２)．写真でみるとふ化前のヒナの体の一部がくちばしにくわえられて

いるようである（図２)．コゲラは，卵そのものをくわえることはできないと考えられ，ふ化

中であったか，卵をつつき割った力､のいずれかであろう．

９:30巣中から１羽がヒナをくわえて飛び出した．くわえ出されたのは，図３でみると目が

閉じ羽毛のないヒナである．色は薄桃色だった．この巣では，上記したように，ほかの３

巣に遅れて３月３１日にはまだ造巣中だった．１日１卵ずつ４～５卵産んでから約２週間抱

卵するとして，運び出されたヒナは，ふ化前に卵を割られて出されたものである可能性が

高い．
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図5．侵入者によって運び出されようとしている卵と巣所有者（撮影・和皿降）．

Fig.５.Aneggbeingcarriedawaybyanattackerandthenestownerinfrontoftheentrance(ｂｙ
Ｔ,Wada)．
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つづいて侵入者が飛来し，穴から出てきた巣所有者とその周りで激しくつつきあった後

(図４)，２羽とも飛び去った．その直後に１羽が飛来して穴に入った．そして,１０:30に卵が

運び去られた．図５は卵をくわえた侵入者が穴から飛び出す直前である．どのようにして卵が

くわえられているかわからないが，上記の図２と似た状況であったと推定される．外から穴

をみている個体は親鳥（巣所有者）だと考えられる．

その後も侵入者が飛来して穴ごしに先住者とつつき合った後，侵入者が巣に入り込んだ．

11:00に卵が巣から落下した．割れた卵の中はふ化直前のヒナであった．

このようにして１羽のヒナと３個の卵が巣外へくわえ出された．くわえ去られたヒナの行

方の特定や，４羽が交錯した時の個体識別はできなかった．

この巣においては，４日後の４月２１日１１:30と26日８:30に再び成鳥が穴から顔を出してい

た．しかし，これが巣を襲った個体かどうかは，ビデオ映像や写真による顔の対比で確認で

きなかった．さらに約１０日後には，穴の反対側の切り株頂部が破られ，子育てができない

状態だった．カラスによる破壊と思われた．

親鳥が抱卵または給餌に際して，多くの場合視界外からまつすぐに巣に飛来するのに対し

て，巣を襲った個体は，つがいまたは単独で巣周辺の樹木間を渡り飛び，木をつつきながら

目的の巣に徐々に接近した．

4.巣２における侵入者の接近

巣２においても，育雛期の４月１５日に侵入者が観察された．１４:11に巣中の１羽が穴から顔

を出し，乗り出すようにしてしきりに下方をみまわしていた．このあと１４:１８に親鳥が食物

を運んできて抱雛を交代した．１４:24につがいとは別の１羽の個体が飛来し，穴の裏側から

幹を伝って水平に穴の左側にまわりこみ，体をそらしながら中をのぞき込んだ瞬間，巣中の

親鳥が体半分ほど乗りだして，侵入者のくちばしめがけて強くつついた．侵入者は身をかわ

して飛び去った．親鳥は侵入者が飛去したあとも，顔を出し入れして周囲をみまわしていた．

約30秒後，再び先の侵入者が飛来して幹を伝いながら穴の上下をまわり，親鳥は穴から顔

を出し入れして外を警戒していた．侵入者が穴の下15ｃｍほどに接近したとき，親鳥の顔の

出し入れが急に激しくなり突然巣から飛び出して侵入者を追撃し視野外に消えた．約２分間

のできごとだった．

４月１９日には，８:３６，８:５６，９:10～1１（同時に２羽)，９:１７と高い頻度でつがいが給餌を続

けていたあいだの，親鳥が巣中にいなかった9:31に侵入者が巣に飛来し，入り口近くの内壁

をつついたあと，徐々に深く首をつっこみはじめ，ときには上尾筒近くまで内部に乗り込ん

だ．木屑をくわえて外に放り出すようなときもあったが，くわえたり食べたりしているもの

は米粒またはそれ以上の大きさの白いもので，粘性があって，くちばしから糸をひいて垂れ

下がっていた．この行動は25秒ほど続き，侵入者は飛去した．くわえ出されたり，食べられ

たものが何であったかは明らかでなかった．

ビデオの映像から，この個体は親鳥ではなく，巣１を襲ったものとも異なると考えられた．
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5.巣穴略奪行動の意味

以上のように，ほかの個体による巣の襲撃は，前後して複数の巣において幾度も試みられ，

巣１においては，ヒナが運び出された．このような行動が起こった原因として，。ゲラの営

巣場所の不足が考えられ，既存の巣を奪って巣穴を確保しようとする行動がもっと一般的に

起こっている可能性もある．

巣２でなく巣１においてヒナが運び出された原因として，侵入者と巣所有者との力関

係，巣周辺の環境，卵かヒナか，巣を空けている時間的割合などが関係していると考え

られる．巣１と２の環境は類似しており，巣１はふ化直前と推定され，巣２では給餌期

にあった．

今回のコゲラ同士の巣の攻撃やヒナの運び去りについて，つぎのような疑問が残った．

1)一連の行動は同じ個体によるものか．また，穴への接近は１羽であったが，つがいが共同

で巣を襲うことがあるのか．

2)ヒナが運び去られたあと，再び成鳥が巣穴から顔を出していた．巣穴自体の乗っ取りは成

功したのか，失敗したのか．

今回は巣１における事前の観察がむずかしかった．また，行動にかかわる個体が３～４羽で，

ビデオの映像や写真からは個体識別が不十分だった．足環によるより正確な個体識別が行な

われていれば，疑問点の幾つかを明らかにすることができたであろう．
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StmgglesfOranestcavityinJapanesePygmyWOodpeckerDe"｡”cひ加sﾙ”Ajatacity
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wereattackedbyconspeciEcintmdels・Eggs(andachiclOwererobbedatonenestduringorat

theendofthelayingperiod．'nlenestwasoccupiedbyapairlater,butdestroyedpmbablybya

crow,andabandoned、Anothernestintheparkwasattackedatthebeginningofthefeeding

period・Thisirregularbehaviorseemstobecausedbylackofnestsitesamongnewlycolonized

JapaneseWoodpeckersincityparks・Itwouldhaveshownmoreinterestingevidence,ifithad

beenobservedwithdetailedobservationofnestingecologyfOrindividuallyidentiEedbirds、
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